
情報処理演習１２ 



自習 

 今日は出席はとりません。 



前回：移動の際に衝突を
チェックする 

適切な式を入力せよ 

反射すると、移動方向が変化するようにする 

壁が縦の場合 

壁が横の場合 



反射するだけなら、向き
を変えるだけ 



課題 

 真ん中に横の長さ２０の壁を設けて、そこで
も反射するようにせよ。 



真ん中に長さ20の壁を追
加 



オブジェクト指向の特徴 

 壁の機能は同じなので、壁にぶつかったこと
によって反射するように作っていれば、壁を
増やすのは非常に容易 



マウスの動きで壁を動か
してみよう 

MouseMotionListenerをインポート 



対応するメソッドを実装
する 

実装されていないメソッドを実装する 



下の方に追加された 

マウスを動か 
した時の処理 

マウスを押しながら動
かした時の処理 



真ん中の壁のX座標をマ
ウスのX座標にする 



ADDMOUSEMOTIONLISTENER

で登録が必要 

ここを修正すれば出現する 
高さが変えられる 



自動で動く壁を作ってみ
よう 

新しいクラスを作る 



親クラスはWALL 

① 
② 

③ 



コメント生成にチェック 



MOVEWALLクラスの骨組み
ができた 

コンストラクターを追加、をダブルクリック 



コンストラクターができ
た 

移動できる横幅を追加する 



LIMITをクラスの変数(フィー
ルド)として作成する 

① 
② 

③ 
フィールドを作成 



フィールドが作成された 



PAINTメソッドを書く 

Graphicsはインポートする 



親クラスのPAINTメソッド
を呼ぶ（壁を書く) 

親のクラスを上書きする（オーバーライト） 
ものは緑の△が出る（出ないと綴りが誤り） 



ペイントの度に次の位置
を変更する 

フィールドの作成 



DXもクラスの変数として
作成された 



初期の移動量を設定して
おく 

10くらいがよい 



横をはみ出しそうになる
と移動する向きを変える 



OBJECTSAMPLE.JAVAに切り
替える 



移動する壁(MOVEWALL)を
加える 

移動する壁の高さは 
適当に設定 



実行してみる 



得点を計算しよう 

 動く壁にボールが当たったら得点 

 ボールがどの壁に当たったか判定(A) 

 ボールが当たった回数を覚えておく(B) 

 すべてのボールが当たった回数を集計する(C) 

 得点を表示する必要がある 

 得点を表示する(D) 



ボールがどの壁に当たっ
たか判定 

 どうするか 

 横か縦で１か０かの種別がある 

 一桁目を縦横の判定とし、二桁目を移動して
いるかどうかにする 

 動く横の壁は１１とする 



動く壁の種別を１１にす
る 



BALL.JAVAに切替 



今までのCOLはTYPEにし、 
COLはTYPEから商を取る 



移動しているかどうかは
MOVEに入れる 



当たっているのが移動す
る壁ならCOUNTを１増加 

フィールド’count’を 
作成する 

(A) 



当たった回数が記録され
る変数ができた 

(B) 



当たった回数を返すメ
ソッドを作る 



OBJECTSAMPLE.JAVAに切り
替える 



ボールのカウントを合計
して集計する関数を作る 

(C) 



得点を表示する
（DRAWSTRING) 

(D) 



自習課題 

 ゲームとして以下のいずれかの機能を実装せ
よ 

 上の壁に当たるとボールが消える（ペイント
しないようにする）。消えたボールは当たっ
ても得点はそれ以上増えない 

 動く壁を増やし、その壁に当たると得点が２
倍で計算される（できれば壁の色を変える） 

 動く壁が方向を「時々」方向を変える 

 ブロック（壁）を表示して、ボールが当たる
とブロックが消える（少し難しい） 
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